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「 学 び の 内 容 と評 価 の しか た」

平成 2 0 年 4 月 1 1 日

横浜市立 洋光 台第二中学校



『 学びの内容
■■l

I価の しかた』

＜ 2 学年 一国語科＞ ＜ 前期＞

教科 目 標

1 ） 自分の ものの皐方 や考 え方 を深 め、 目的や場面 に応 じて話 した り聞

いた りす る 能力 を育 て る。

2 ） 自分の考 え を論理的 に書 き表す能 力を育て る。

3 ） 昏的や意 図に応 じて文 章 を読み、 内容 を理解 し、効 果的 に活用す る

能 力を育 て る。

4 ）豊かな語彙 力 と正確 な漢 字の使 い方 を育て る。

主 な 学 習 内 容

（ 学 習 の 目 棟 ）

・表現の豊かさに気づき、作者の感

じ方やものの見方、登場人物の気持

ちなどを読み深 める。

○対義語・類義語・ 多義語

語の意味だっいて理解する。

○同 じ訓 を持 つ漢字

同訓異義の漢字について、理解す

る。

事実 と考察の関痍ヒ着 目 して筆者 の

論理 の展開 を読み取 り、文章 を通 し

て文 化について見方 を広 げ る。

0 文法

自立語 と付属語の意味 I 用法の違

い、活用の有無について理解する。

0 同 じ音 を持 つ漢 字

音の読み方が 同 じで も、意 味・ 用

法の異なる漢字熟語に注意する。

・優れた文学表現から登場人物の人

柄や心情 を読み取 り、人間の優 しさ

や温 か さを読み味わ う。

○方言と共通話

方育と共通括について、それぞれ

の特徴や役割、囁面に応 じた使い

分 けな どを理解す る。

○複数の読み方をする漢字

複数の音 や訓 を もつ漢 字につい て

理解する。
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評価するにあたって重視

する こ と が ら
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・授 業に対す る取 り組み

や意 欲的に学 習 しよ うと

する姿勢。

・期 日を守 る姿勢 。
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・ 自分の意 見 をまとめて

発表する能力。

・ 人の話 を しっか りと聞

く能 力。
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・ 自分の考えや物事を筋

道立てて、言葉で表現す

る能 力。
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・ 言葉で表現 された こと

がらの要点 を とらえ、 そ

の内容を理解する能力。
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○ 0 ○

○I 漢 字を読み・書きする

能力。

・文法に対する理解力。

・ 豊かな語彙の能力。

＜ 目棟 を達成す る ことが 困難 な生徒につ いて＞

1 ．授業の 中で、指導や助 言 を して いきます。 また 、テス トや提 出物の返却 時に も助言 を してい きます 。

2 ．必事な場 合に は、長期休 業な どを活用 して、復習 をす るた めの課 題 を与 えてい きます 。


